
(57)【要約】

【課題】処置具導出口から導出される穿刺処置具の狙撃

性を良好にする。

【解決手段】先端硬質部１ｂの超音波トランスデューサ

２の配設位置より後方の位置にバルーン８を装着するバ

ルーン止着溝７が形成され、その後方位置には処置具導

出口１０が開口しており、照明部３及び観察部４を装着

した傾斜面部５が設けられる。処置具導出口１０の出口

部にはバルーン止着溝７を越えて斜め前方に導出される

穿刺処置具１４等をガイドするガイド面２０ａを備えた

処置具ガイド部材２０が収容部２１に装着され、この処

置具ガイド部材２０の先端部は超音波トランスデューサ

２による走査範囲Ｗの内部にまでは及ばない長さとし、

この先端側は収容部２１に対して近接・離間する方向に

回動変位するように、回動軸２２により先端硬質部１ｂ

に回動可能に支持されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 装 着 し 、 こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の
後 部 位 置 か ら 斜 め 前 方 に 向 け て 処 置 具 を 導 出 さ せ る 処 置 具 導 出 口 を 開 口 さ せ 、 ま た こ の 処
置 具 導 出 口 よ り 後 部 側 に 内 視 鏡 観 察 手 段 を 設 け た 傾 斜 面 を 形 成 し 、 さ ら に 前 記 超 音 波 ト ラ
ン ス デ ュ ー サ の 装 着 部 に バ ル ー ン を 着 脱 可 能 に 装 着 す る 構 成 と し た 超 音 波 内 視 鏡 に お い て
、
　 前 記 先 端 硬 質 部 に は 、 そ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 設 部 と 処 置 具 導 出 口 の 開 口 部 と
の 間 に バ ル ー ン 止 着 溝 を 形 成 し 、
　 前 記 バ ル ー ン の 端 部 に は 止 着 リ ン グ を 設 け て 、 こ の 止 着 リ ン グ を 前 記 バ ル ー ン 止 着 溝 に
止 着 さ せ る よ う に な し 、
　 前 記 先 端 硬 質 部 に は 、 さ ら に 前 記 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ れ る 処 置 具 を 、 前 記 バ ル ー ン
止 着 溝 の 配 設 部 を 越 え て 、 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 走 査 範 囲 の 始 端 寄 り の 位 置 ま で
摺 動 ガ イ ド す る 処 置 具 ガ イ ド 部 材 を 設 け る
構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 処 置 具 ガ イ ド 部 材 は 、 前 記 バ ル ー ン 止 着 溝 を 覆 う 処 置 具 ガ イ ド 位 置 と 、 前 記 バ ル ー ン
を 装 着 す る た め に 、 こ の バ ル ー ン 止 着 溝 か ら 離 間 す る 溝 開 放 位 置 と に 回 動 変 位 可 能 と な し
、 前 記 先 端 硬 質 部 に は 、 前 記 処 置 具 ガ イ ド 部 材 を 処 置 具 ガ イ ド 位 置 に 位 置 決 め す る ス ト ッ
パ 部 を 設 け る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 処 置 具 ガ イ ド 部 材 に は 、 前 記 ス ト ッ パ 部 に 当 接 す る 方 向 に 保 持 す る 保 持 手 段 を 備 え 、
こ の 保 持 手 段 は 手 動 操 作 で 前 記 処 置 具 ガ イ ド 部 材 の 保 持 が 解 除 さ れ て 、 前 記 溝 開 放 位 置 に
変 位 可 能 な 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 超 音 波 内 視 鏡 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 先 端 に 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と 内 視 鏡 観 察 手
段 と を 装 着 し た 超 音 波 内 視 鏡 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に バ ル ー
ン を 装 着 で き る よ う に し た 超 音 波 内 視 鏡 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 有 し 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に は 超 音
波 検 査 手 段 と 内 視 鏡 観 察 手 段 と が 設 け ら れ る 。 内 視 鏡 観 察 手 段 は 照 明 部 と 観 察 部 と か ら 構
成 さ れ 、 観 察 部 は 通 常 固 体 撮 像 装 置 を 備 え る も の と な し 、 ま た 超 音 波 検 査 手 段 は 超 音 波 ト
ラ ン ス デ ュ ー サ か ら 構 成 さ れ る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ か ら は 、 体 内 に 向 け て 超 音 波 を
送 信 し 、 組 織 断 層 部 か ら の 反 射 エ コ ー を 受 信 す る こ と に よ っ て 、 体 内 の 組 織 に 関 す る 情 報
を 取 得 し 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ は 所 定 の 範 囲 を 機 械 的 に ま た は 電 子 的 に 走 査 す る こ と
に よ っ て 、 体 内 に お け る 病 変 部 の 発 見 等 の 診 断 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ こ で 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ か ら 体 内 に 向 け て 送 信 さ れ る 超 音 波 信 号 及 び 体 内 組 織
の 断 層 部 か ら の 反 射 エ コ ー は 空 気 中 で は 著 し く 減 衰 す る 。 そ こ で 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー
サ と 体 腔 内 壁 と の 間 に 超 音 波 伝 達 媒 体 を 介 在 さ せ る た め に 、 先 端 硬 質 部 の 超 音 波 ト ラ ン ス
デ ュ ー サ の 配 設 部 に バ ル ー ン を 装 着 す る よ う に な し 、 こ の バ ル ー ン の 内 部 に 超 音 波 伝 達 媒
体 を 封 入 し て 、 そ の 圧 力 で 所 定 量 膨 出 さ せ る 。 そ し て 、 バ ル ー ン を 体 腔 内 壁 に 当 接 さ せ る
こ と に よ っ て 、 超 音 波 の 送 受 信 経 路 に 空 気 が 介 在 し な い よ う に す る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ こ で 、 超 音 波 検 査 の 結 果 、 病 変 部 で あ る と 推 定 さ れ る 部 位 の 存 在 が 確 認 さ れ た と き に
は 、 穿 刺 処 置 具 を 用 い て 、 そ の 部 位 の 組 織 細 胞 を 採 取 し て 、 そ の 精 査 を 行 う よ う に す る 。
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ま た 、 病 変 部 と 確 認 さ れ た と き に は 、 薬 液 の 注 入 等 の 処 置 を 行 う が 、 こ の た め に も 穿 刺 処
置 具 が 用 い ら れ る 。 穿 刺 処 置 具 は 、 体 内 に 刺 入 さ れ る こ と か ら 、 先 端 が 鋭 利 に な っ て お り
、 こ の 穿 刺 処 置 具 が 膨 出 状 態 に あ る バ ル ー ン と 接 触 す る と 、 バ ル ー ン が 破 裂 す る こ と に な
る 。 従 っ て 、 穿 刺 処 置 具 を バ ル ー ン と 接 触 し な い よ う に し て 操 作 す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 超 音 波 内 視 鏡 の 挿 入 部 に お い て 、 先 端 硬 質 部 に お け る 超 音 波 ト ラ ン ス
デ ュ ー サ の 配 設 部 に バ ル ー ン を 装 着 し 、 こ の バ ル ー ン の 装 着 部 よ り 後 部 側 の 位 置 に 処 置 具
導 出 口 を 設 け 、 こ の 処 置 具 導 出 口 か ら 穿 刺 処 置 具 を 導 出 さ せ て 、 細 胞 の 採 取 等 の 処 置 を 行
う 構 成 と し た も の に お い て 、 穿 刺 処 置 具 に よ り バ ル ー ン を 破 損 し な い よ う に し た も の が 開
示 さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献 １ に お い て は 、 先 端 硬 質 部 の 内 部 に 処 置 具 の 起 立 装 置 を 設 け
て 、 こ の 起 立 装 置 に よ っ て 、 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ せ る 穿 刺 処 置 具 を 、 膨 出 さ せ た バ ル
ー ン と は 接 触 し な い 方 向 に 向 く よ う に 角 度 制 御 を 行 う こ と が で き る よ う に 構 成 し て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ５ ６ ９ １ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 前 述 し た 特 許 文 献 １ に お い て は 、 処 置 具 の 方 向 を 制 御 す る 起 立 装 置 は 、 処 置 具 導 出 口 の
内 部 に 設 け ら れ る も の で あ り 、 こ の 処 置 具 導 出 口 は バ ル ー ン の 装 着 部 よ り 後 端 側 に 配 置 さ
れ る こ と か ら 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 設 位 置 か ら 離 間 す る こ と に な る 。 こ こ で 、 穿
刺 処 置 具 に よ る 安 全 な 処 置 を 可 能 に す る た め に 、 穿 刺 処 置 具 は 、 体 内 に 刺 入 さ れ る 前 の 段
階 で は 内 視 鏡 観 察 手 段 に よ り 監 視 で き る よ う に な し 、 体 内 に 刺 入 さ れ た 後 は 超 音 波 検 査 手
段 に よ り 監 視 で き る よ う に す る が 、 処 置 具 導 出 口 と 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 設 位 置 と
の 間 隔 が 離 れ て い る と 、 内 視 鏡 観 察 手 段 に よ り 穿 刺 処 置 具 を 監 視 す る 領 域 を 長 く し て 、 超
音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 走 査 領 域 に 至 る ま で 穿 刺 処 置 具 を 体 内 に 刺 入 し な い よ う に し な け
れ ば な ら な い 。 こ の た め に 、 穿 刺 処 置 具 が 処 置 具 導 出 口 か ら 体 内 へ の 刺 入 位 置 ま で の 間 隔
が 長 く な り 、 こ の 間 は 穿 刺 処 置 具 の 先 端 部 分 は 、 何 ら の ガ イ ド も さ れ な い 自 由 状 態 と な っ
て し ま う 。 そ の 結 果 、 処 置 具 の 病 変 部 等 へ の 狙 撃 性 が 低 下 す る と い う 問 題 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 処 置 具 導
出 口 か ら 導 出 さ れ た 穿 刺 処 置 具 の 方 向 制 御 性 及 び 狙 撃 性 を 良 好 に し た 超 音 波 内 視 鏡 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ
ー サ を 装 着 し 、 こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 後 部 位 置 か ら 斜 め 前 方 に 向 け て 処 置 具 を 導
出 さ せ る 処 置 具 導 出 口 を 開 口 さ せ 、 ま た こ の 処 置 具 導 出 口 よ り 後 部 側 に 内 視 鏡 観 察 手 段 を
設 け た 傾 斜 面 を 形 成 し 、 さ ら に 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 装 着 部 に バ ル ー ン を 着 脱 可
能 に 装 着 す る 構 成 と し た 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 先 端 硬 質 部 に は 、 そ の 超 音 波 ト ラ ン
ス デ ュ ー サ の 配 設 部 と 処 置 具 導 出 口 の 開 口 部 と の 間 に バ ル ー ン 止 着 溝 を 形 成 し 、 前 記 バ ル
ー ン の 端 部 に は 止 着 リ ン グ を 設 け て 、 こ の 止 着 リ ン グ を 前 記 バ ル ー ン 止 着 溝 に 止 着 さ せ る
よ う に な し 、 前 記 先 端 硬 質 部 に は 、 さ ら に 前 記 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ れ る 処 置 具 を 、 前
記 バ ル ー ン 止 着 溝 の 配 設 部 を 越 え て 、 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 走 査 範 囲 の 始 端 寄 り
の 位 置 ま で 摺 動 ガ イ ド す る 処 置 具 ガ イ ド 部 材 を 設 け る 構 成 と し た こ と を そ の 特 徴 と す る も
の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ は 機 械 走 査 式 の も の ま た は 電 子 走 査 式 の も の と し 、 走 査 方 向 は
任 意 で あ り 、 例 え ば リ ニ ア ， コ ン ベ ッ ク ス ， ラ ジ ア ル 方 向 と す る こ と が で き る 。 い ず れ に
し ろ 、 所 定 の 範 囲 に わ た っ て 走 査 さ れ る が 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 は こ の 超 音 波 の 走 査 範 囲 と
オ ー バ ー ラ ッ プ し な い よ う に な し 、 か つ こ の 超 音 波 走 査 範 囲 に 近 い 位 置 ま で 延 在 さ せ る 。
超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に 装 着 さ れ る バ ル ー ン は 、 袋 状 の も の ま た は 筒 状 の も の が 用 い ら
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れ る 。 こ の バ ル ー ン を 止 着 す る た め に 、 先 端 硬 質 部 に は バ ル ー ン 止 着 溝 が 設 け ら れ る 。 バ
ル ー ン が 袋 状 の も の で あ る 場 合 に は 、 バ ル ー ン 止 着 溝 は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 設 部
と 処 置 具 導 出 口 と の 間 の 位 置 に 形 成 さ れ る 。 ま た 、 筒 状 の バ ル ー ン を 用 い る 場 合 に は 、 超
音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 先 端 側 と 後 部 側 と の ２ 箇 所 に バ ル ー ン 止 着 溝 が 設 け ら れ る こ と に
な る 。 い ず れ の 場 合 で も 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 は 少 な く と も 後 端 側 に 位 置 す る バ ル ー ン 止 着
溝 を 越 え る 位 置 ま で の 長 さ を 有 し 、 よ り 好 ま し く は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 設 位 置 の
近 傍 に ま で 延 在 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 処 置 具 挿 通 経 路 と し て は 、 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 よ り 後 端 側 、 つ ま り ア ン グ ル 部 側 で は 、
こ の 挿 入 部 の 軸 線 方 向 に 延 在 さ せ た 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ で 構 成 さ れ る 。 そ し て 、 先 端 硬 質
部 に お い て は 、 斜 め 前 方 に 向 け て 処 置 具 導 出 路 が 形 成 さ れ る 。 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ と 処 置
具 導 出 路 と の 間 は 連 結 パ イ プ で 連 結 す る が 、 こ の 連 結 パ イ プ は 曲 が っ た 形 状 と な し 、 も っ
て 処 置 具 は 連 結 パ イ プ の 位 置 で 方 向 が 変 え ら れ る こ と に な り 、 こ の た め に 処 置 具 は 、 特 に
先 端 側 に 針 状 部 を 有 す る 穿 刺 処 置 具 等 に あ っ て は 、 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ れ た と き に 、
真 っ 直 ぐ に な ろ う と す る 傾 向 に あ る 。 こ の た め に 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 の ガ イ ド 面 は 処 置 具
挿 通 経 路 の 斜 め 上 方 に 向 け た 経 路 の 下 面 側 を ガ イ ド す る も の で 、 処 置 具 は 前 方 に 向 か う に
応 じ て 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 設 部 か ら 離 間 す る 方 向 に 向 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 前 述 し た よ う に 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 は 、 バ ル ー ン 止 着 溝 の 一 部 分 を 覆 う よ う に す る こ と
に よ っ て 、 挿 入 部 先 端 の 硬 質 部 が 長 尺 化 す る の を 回 避 し て い る 。 こ の た め に 、 そ の ま ま で
は バ ル ー ン の 装 着 が 困 難 に な る 。 そ こ で 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 を 、 バ ル ー ン 止 着 溝 を 覆 う 処
置 具 ガ イ ド 位 置 と 、 バ ル ー ン 止 着 溝 か ら 離 間 す る 溝 開 放 位 置 と に 回 動 変 位 可 能 と す る こ と
が で き る 。 ま た 、 先 端 硬 質 部 に は 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 が 処 置 具 ガ イ ド 位 置 に 位 置 決 め す る
ス ト ッ パ 部 を 設 け る 構 成 と す る の が 望 ま し い 。 こ こ で 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 を 処 置 具 ガ イ ド
位 置 と 溝 開 放 位 置 と の 間 の 変 位 は ス ラ イ ド 方 向 で あ っ て も 良 い が 、 回 動 方 向 と す る の が ス
ペ ー ス 的 に 有 利 で あ る 。 そ し て 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 に は 、 例 え ば ば ね を 作 用 さ せ て 、 こ の
処 置 具 ガ イ ド 部 材 を ス ト ッ パ 部 に 当 接 す る 方 向 に 保 持 す る 保 持 手 段 を 装 着 す る よ う に な し
、 ま た こ の 保 持 手 段 は 手 動 操 作 で 処 置 具 ガ イ ド 部 材 の 保 持 が 解 除 さ れ て 、 溝 開 放 位 置 に 変
位 可 能 な 構 成 と す る の が 望 ま し い 。 そ し て 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 を ク リ ッ ク 手 段 に よ っ て 溝
開 放 位 置 に 保 持 で き る よ う な し 、 バ ル ー ン を 装 着 す る と き に は 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 を ク リ
ッ ク 手 段 で 溝 開 放 位 置 に 保 持 し 、 処 置 具 ガ イ ド 位 置 と す る に は 、 こ の ク リ ッ ク 手 段 と の 係
合 を 解 除 す れ ば 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 処 置 具 挿 通 経 路 に 挿 通 さ れ る 穿 刺 処 置 具 を 体 内 に 刺 入 さ れ る 直 前 ま で は 内 視 鏡 観 察 手 段
の 視 野 内 に 入 れ る こ と が で き 、 体 内 に 刺 入 さ れ る と 直 ち に 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ る
視 野 に よ り 捉 え る こ と が で き る の で 、 穿 刺 処 置 具 の 操 作 の 安 全 性 が 向 上 し 、 体 内 に 刺 入 さ
れ る 直 前 ま で 処 置 具 ガ イ ド 部 材 に ガ イ ド さ れ る こ と か ら 、 処 置 具 の 方 向 制 御 性 及 び 狙 撃 性
が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ に は 超 音 波
内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 分 の 断 面 構 造 が 示 さ れ 、 ま た 図 ２ に は 先 端 部 分 の 平 面 構 造
が 示 さ れ て い る 。 ま た 、 図 ３ は 穿 刺 処 置 具 を 挿 通 さ せ な い 状 態 に し て 示 す 図 １ の 要 部 を 拡
大 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ れ ら の 図 か ら 明 ら か な よ う に 、 挿 入 部 １ の ア ン グ ル 部 １ ａ に 連 結 し て 設 け た 先 端 硬 質
部 １ ｂ に は 、 超 音 波 検 査 手 段 と 内 視 鏡 観 察 手 段 と が 設 け ら れ て い る 。 図 示 し た 超 音 波 検 査
手 段 は 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 軸 線 方 向 に 向 け て 配 列 し た 多 数 の 超 音 波 振 動 子 か ら な る 超 音 波
ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ か ら 構 成 さ れ 、 こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ を 構 成 す る 各 超 音 波 振
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動 子 は 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 先 端 近 傍 位 置 か ら 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 軸 線 方 向 後 端 側 に 向 け て 配 列
さ れ て お り 、 し か も こ の 軸 線 方 向 に お い て 凸 湾 曲 形 状 と な っ て い る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ
ー サ ２ を 構 成 す る こ れ ら 多 数 配 列 し た 超 音 波 振 動 子 は 順 次 駆 動 さ れ る よ う に な っ て お り 、
こ れ に よ っ て 図 １ に Ｗ で 示 し た 走 査 範 囲 に わ た っ て コ ン ベ ッ ク ス 超 音 波 電 子 走 査 が 行 わ れ
る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 一 方 、 内 視 鏡 観 察 手 段 は 、 図 ２ か ら 明 ら か な よ う に 、 照 明 部 ３ と 観 察 部 ４ と か ら 構 成 さ
れ 、 こ れ ら は 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 後 端 側 の 位 置 に 形 成 し た 傾 斜 面 部 ５ が 形 成 さ れ て お り 、 照
明 部 ３ 及 び 観 察 部 ４ は こ の 傾 斜 面 部 ５ に 設 け ら れ て い る 。 観 察 部 ４ は 傾 斜 面 部 ５ の 概 略 中
央 位 置 に 配 置 さ れ 、 対 物 光 学 系 と 、 こ の 対 物 光 学 系 の 結 像 位 置 に 設 け た 固 体 撮 像 手 段 か ら
構 成 さ れ る 。 照 明 部 ３ は 観 察 部 ４ を 挟 ん だ 左 右 両 側 の 位 置 に ２ 箇 所 形 成 さ れ 、 こ の 超 音 波
内 視 鏡 が 着 脱 可 能 に 接 続 さ れ る 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 伝 送 す る 光 フ ァ イ バ と 照 明 部 ３ に
装 着 し た 拡 散 レ ン ズ と を 有 す る 構 成 と な っ て い る 。 さ ら に 、 観 察 部 ４ に 向 け て 洗 浄 用 流 体
を 噴 出 さ せ る 洗 浄 用 ノ ズ ル ６ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ こ で 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ に お い て 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ の
配 設 位 置 よ り 後 方 の 位 置 に は 円 周 状 の バ ル ー ン 止 着 溝 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の バ ル ー ン
止 着 溝 ７ に は バ ル ー ン ８ が 着 脱 可 能 に 装 着 さ れ る 。 バ ル ー ン ８ は 袋 状 の も の で あ り 、 そ の
開 口 端 に は 止 着 リ ン グ ８ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 止 着 リ ン グ ８ ａ は 弾 性 を 有 す る も の で
あ り 、 バ ル ー ン 止 着 溝 ７ の 溝 底 部 の 直 径 よ り 小 さ い 直 径 を 有 し 、 止 着 リ ン グ ８ ａ を 拡 径 さ
せ る よ う に し て バ ル ー ン 止 着 溝 ７ に 嵌 合 さ れ る 。 そ し て 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ に は 、 そ の バ ル
ー ン 止 着 溝 ７ を 形 成 し た 部 位 よ り 先 端 側 に 開 口 す る 超 音 波 伝 達 媒 体 の 供 給 路 ９ （ 図 ２ ） が
開 口 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 照 明 部 ３ 及 び 観 察 部 ４ を 装 着 し た 傾 斜 面 部 ５ に お い て 、 観 察 部 ４ に 対 し て 、 先 端 硬 質 部
１ ｂ の 軸 線 方 向 に お け る 先 端 側 の 位 置 に は 処 置 具 導 出 口 １ ０ が 開 口 し て い る 。 こ の 処 置 具
導 出 口 １ ０ は 、 挿 入 部 １ 内 に 設 け た 処 置 具 を 挿 通 す る た め の 経 路 に お け る 開 口 端 を 構 成 す
る も の で あ る 。 即 ち 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ に は 、 斜 め 前 方 に 向 け て 傾 斜 す る よ う に 処 置 具 挿 通
路 １ １ が 穿 設 さ れ て お り 、 こ の 処 置 具 挿 通 路 １ １ に は 連 結 パ イ プ １ ２ の 先 端 側 の 部 位 が 挿
嵌 さ れ て い る 。 一 方 、 連 結 パ イ プ １ ２ の 後 端 側 の 部 位 に は 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ が 接 続
さ れ て お り 、 こ の 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ は 挿 入 部 １ の ほ ぼ 全 長 に わ た っ て 延 在 さ れ て い
る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 挿 入 部 １ は 挿 入 経 路 に 沿 っ て 曲 が る も の で あ り 、 ま た ア ン グ ル 部 １ ａ の 部 位 は 手 元 操 作
に よ っ て 湾 曲 さ せ る こ と が で き る 構 成 と し て い る 。 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ は 曲 げ 方 向 に
可 撓 性 を 有 す る も の で あ り 、 挿 入 部 １ が 挿 入 経 路 に 沿 っ て 曲 が る 際 に 、 ま た ア ン グ ル 部 １
ａ が 湾 曲 操 作 さ れ た と き に 、 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ は 追 従 し て 曲 が る こ と に な る が 、 図
１ か ら 明 ら か な よ う に 、 挿 入 部 １ が 真 っ 直 ぐ な 状 態 と な っ て い る と き に は 、 処 置 具 挿 通 チ
ュ ー ブ １ ３ は こ の 挿 入 部 １ の 軸 線 方 向 に 延 在 さ れ て い る 。 一 方 、 処 置 具 挿 通 路 １ １ は そ の
軸 線 Ａ に 対 し て 所 定 の 角 度 θ を 有 す る も の で あ る 。 従 っ て 、 連 結 パ イ プ １ ２ は 途 中 で 曲 が
っ た 形 状 と な っ て お り 、 こ れ に よ り 処 置 具 は 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ か ら 連 結 パ イ プ １ ２
に よ っ て 角 度 θ と な る よ う に 方 向 を 変 え て 処 置 具 挿 通 路 １ １ に 移 行 し 、 処 置 具 導 出 口 １ ０
か ら 導 出 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ の 超 音 波 内 視 鏡 に 使 用 さ れ る 処 置 具 と し て は 、 図 １ に 示 し た 穿 刺 処 置 具 １ ４ が あ る 。
穿 刺 処 置 具 １ ４ は 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ １ ４ ａ の 先 端 に 針 状 部 １ ４ ｂ を 連 結 し て 設 け た も の で
あ り 、 針 状 部 １ ４ ｂ は 金 属 パ イ プ 等 の 硬 質 パ イ プ か ら 構 成 さ れ 、 そ の 先 端 は 体 内 に 刺 入 す
る た め に 鋭 利 と な っ て い る 。 従 っ て 、 穿 刺 処 置 具 １ ４ を 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ 内 に 挿 入
す る 際 に 、 ま た 穿 刺 処 置 具 １ ４ を 処 置 具 導 出 口 １ ０ か ら 導 出 さ せ た と き に 、 針 状 部 １ ４ ｂ
の 先 端 で こ の 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ 及 び 体 腔 内 壁 を 損 傷 さ せ な い よ う に す る た め に 、 保
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護 ス リ ー ブ １ ５ 内 に 挿 入 し て い る 。 そ し て 、 図 １ か ら も 明 ら か な よ う に 、 穿 刺 処 置 具 １ ４
の 針 状 部 １ ４ ａ を 保 護 ス リ ー ブ １ ５ の 先 端 か ら 突 出 し な い 状 態 に し て そ の 先 端 部 を 処 置 具
導 出 口 １ ０ か ら 所 定 位 置 ま で 導 出 さ せ て 、 好 ま し く は 体 腔 内 壁 に 触 れ る か 、 そ れ よ り 僅 か
に 手 前 の 位 置 ま で 保 護 ス リ ー ブ １ ５ を 導 く よ う に す る 。 そ の 後 、 同 図 に 仮 想 線 で 示 し た よ
う に 、 保 護 ス リ ー ブ １ ５ 内 部 に 位 置 す る 穿 刺 処 置 具 １ ４ を こ の 保 護 ス リ ー ブ １ ５ の 先 端 か
ら 押 し 出 す よ う に 操 作 し 、 そ の 針 状 部 １ ４ ａ を 処 置 具 導 出 口 １ ０ か ら 導 出 さ せ て 、 体 腔 内
壁 に 刺 入 す る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 処 置 具 導 出 口 １ ０ の 出 口 部 に は 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 処 置 具 ガ
イ ド 部 材 ２ ０ は 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ に お け る 観 察 部 ４ の 配 設 位 置 と 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
２ の 配 設 位 置 と の 間 に お い て 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ 側 の 位 置 に 設 け た 収 容 部 ２ １ の
位 置 に 装 着 さ れ て い る 。 こ こ で 、 収 容 部 ２ １ は 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 表 面 を 落 と し 込 む よ う に
し て 形 成 さ れ て お り 、 こ の 収 容 部 ２ １ に 装 着 し た 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ は 、 処 置 具 導 出 口
１ ０ か ら 導 出 し た 処 置 具 を 摺 動 ガ イ ド す る た め の ガ イ ド 面 ２ ０ ａ を 備 え て い る 。 こ の ガ イ
ド 面 ２ ０ ａ は 、 そ の 幅 方 向 に お い て 、 図 ４ に 示 し た よ う に 、 処 置 具 挿 通 路 １ １ と 概 略 一 致
す る 円 弧 形 状 の 面 と な っ て お り 、 処 置 具 の 安 定 性 を 確 保 す る た め に 、 こ の 円 弧 角 は 少 な く
と も ３ ０ 度 を 有 す る も の と し て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 そ し て 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ は 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ に お け る バ ル ー ン 止 着 溝 ７ を 越 え て
斜 め 前 方 に 処 置 具 を ガ イ ド す る た め の も の で あ る 。 こ の よ う に 、 処 置 具 の ガ イ ド 手 段 を バ
ル ー ン 止 着 溝 ７ の 位 置 よ り 先 端 側 ま で 延 在 さ せ る こ と に よ っ て 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ を 長 く す
る こ と な く 、 処 置 具 の 患 部 等 へ の 狙 撃 性 が 良 好 に な る 。 た だ し 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ の
先 端 部 は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ に よ る 走 査 範 囲 Ｗ の 内 部 に ま で は 及 ば な い 長 さ と な っ
て お り 、 よ り 好 ま し く は こ の 走 査 範 囲 Ｗ と ほ ぼ 一 致 す る 位 置 ま で 延 在 さ れ て い る 。 こ の よ
う に 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ は バ ル ー ン 止 着 溝 ７ を 部 分 的 に 覆 う こ と に な る た め に 、 そ の
ま ま で は バ ル ー ン 止 着 溝 ７ へ の バ ル ー ン ８ の 止 着 リ ン グ ８ ａ の 止 着 を 行 う 作 業 に 対 す る 邪
魔 に な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 の こ と か ら 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ は 回 動 軸 ２ ２ に よ り 先 端 硬 質 部 １ ｂ に 回 動 可 能
に 支 持 さ れ て お り 、 そ の 先 端 側 が 収 容 部 ２ １ に 対 し て 近 接 ・ 離 間 す る 方 向 に 回 動 変 位 す る
よ う に な っ て い る 。 そ し て 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ を 収 容 部 ２ １ に お い て 安 定 的 に 保 持 す
る た め に 、 こ の 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ の 回 動 軸 ２ ２ に は ば ね ２ ３ が 装 着 さ れ て お り 、 こ の
ば ね ２ ３ に よ っ て 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ は 収 容 部 ２ １ の 表 面 に 当 接 し て い る 。 こ の 状 態 が
図 ３ に 実 線 で 示 し た 処 置 具 ガ イ ド 位 置 で あ る 。 そ し て 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ を ば ね ２ ３
に 抗 し て 、 図 ３ に 仮 想 線 で 示 し た 位 置 に ま で 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ を 回 動 さ せ る と 、 バ ル
ー ン 止 着 溝 ７ の 上 部 を 開 放 で き 、 も っ て バ ル ー ン ８ を 装 着 で き る よ う に な る 。 こ れ が 溝 開
放 位 置 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 っ て 、 収 容 部 ２ １ の 表 面 が 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ を 処 置 具 ガ イ ド 位 置 に 位 置 決 め す る
ス ト ッ パ 部 と し て 機 能 す る も の で あ り 、 ば ね ２ ３ が ス ト ッ パ 部 と し て の 収 容 部 ２ １ の 表 面
に 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ を 当 接 さ せ て 、 そ の ガ イ ド 面 ２ ０ ａ が 処 置 具 挿 通 路 １ １ と ほ ぼ 連
続 す る 状 態 に 保 持 す る た め の 保 持 手 段 と な る 。 こ の と き に は 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ が バ
ル ー ン 止 着 溝 ７ を 覆 っ て お り 、 か つ ガ イ ド 面 ２ ０ ａ が 処 置 具 通 路 １ １ と ほ ぼ 連 続 し た 円 弧
面 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 し た 超 音 波 内 視 鏡 は 、 バ ル ー ン ８ を 装 着 し て 被 検 者 の 体 内 に 挿 入 し 、
内 視 鏡 及 び 超 音 波 検 査 乃 至 診 断 が 行 わ れ る 。 観 察 部 ４ を 介 し て 行 わ れ る 体 内 の 内 視 鏡 検 査
の 結 果 、 例 え ば 体 腔 内 壁 に 変 化 、 例 え ば 膨 隆 部 が 発 生 し て い た り 、 色 調 が 変 化 し て い た り
す る と 、 そ の 部 位 に 対 し て 超 音 波 検 査 を 行 う 。 超 音 波 検 査 時 に は 、 ま ず 供 給 路 ９ を 介 し て
バ ル ー ン ８ の 内 部 に 超 音 波 伝 達 媒 体 を 供 給 す る こ と に よ り バ ル ー ン ８ を 膨 ら ま せ 、 こ の バ
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ル ー ン ８ の 表 面 を 体 腔 内 壁 に 当 接 さ せ る 。 こ の 状 態 で 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ か ら 超
音 波 を 送 信 し て 、 体 内 組 織 断 層 部 か ら の 反 射 エ コ ー を 受 信 し 、 こ の 反 射 エ コ ー 信 号 に 基 づ
い て 超 音 波 画 像 が 生 成 さ れ 、 モ ニ タ に 表 示 さ れ る こ と に な る 。 こ の 超 音 波 検 査 の 結 果 、 病
変 部 の 可 能 性 が あ る 部 位 が 検 出 さ れ る と 、 穿 刺 処 置 具 １ ４ を 用 い て 、 そ の 組 織 を サ ン プ リ
ン グ す る 処 置 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 処 置 具 挿 通 路 １ １ 内 に 導 か れ る 穿 刺 処 置 具 １ ４ の 針 状 部 １ ４ ｂ を 保 護 ス リ ー ブ １ ５ 内 に
退 入 さ せ た 状 態 に 組 み 込 ん で お き 、 穿 刺 処 置 具 １ ４ を 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ か ら 連 結 パ
イ プ １ ２ 内 に ま で 挿 入 し 、 こ の 連 結 パ イ プ １ ２ 若 し く は そ れ を 通 過 し た 処 置 具 挿 通 路 １ １
内 に ま で 延 在 さ せ る 。 こ の 操 作 は 病 変 部 の 可 能 性 が あ る 部 位 が 検 出 さ れ た 後 に 行 う こ と が
で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 組 織 採 取 等 と い っ た 処 置 を 実 行 す る に 当 っ て は 、 針 状 部 １ ４ ｂ を 含 め た 穿 刺 処 置 具 １ ４
の 全 体 を 保 護 ス リ ー ブ １ ５ 内 に 収 容 さ せ た ま ま で 処 置 具 導 出 口 １ ０ か ら 導 出 さ せ る 。 こ れ
に よ っ て 、 保 護 ス リ ー ブ １ ５ の 先 端 部 は 処 置 具 導 出 口 １ ０ か ら 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ の ガ
イ ド 面 ２ ０ ａ に 移 行 し 、 ガ イ ド 面 ２ ０ ａ に ガ イ ド さ れ て 、 そ の 表 面 上 を 摺 動 し な が ら 前 進
す る こ と に な る 。 こ の よ う に 、 内 部 に 穿 刺 処 置 具 １ ４ を 装 着 し た 保 護 ス リ ー ブ １ ５ は 処 置
具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ に よ っ て 、 バ ル ー ン ８ の 止 着 リ ン グ ８ ａ が 装 着 さ れ て い る バ ル ー ン 止 着
溝 ７ の 位 置 を 越 え て 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ に よ り 超 音 波 走 査 が 行 わ れ る 走 査 範 囲 Ｗ
の 端 部 位 置 と ほ ぼ 一 致 す る 位 置 ま で の 長 い 距 離 に わ た っ て ガ イ ド さ れ る こ と か ら 、 穿 刺 処
置 具 １ ４ の 方 向 制 御 が 極 め て 容 易 に な り 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 全 長 を 長 く し な く て も 、 正 確
な 狙 撃 性 が 確 保 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の よ う に 、 先 端 が 鋭 利 と な っ た 穿 刺 処 置 具 １ ４ は 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ に よ り バ ル ー
ン ８ の 止 着 リ ン グ ８ ａ の 位 置 を 通 り 過 ぎ る ま で ガ イ ド さ れ 、 し か も 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０
は 厚 み の あ る 部 材 で あ る こ と か ら 、 穿 刺 処 置 具 １ ４ の 針 状 部 １ ４ ｂ は バ ル ー ン ８ か ら 確 実
に 離 間 し た 状 態 で 体 腔 内 壁 に 向 け て 進 行 す る 。 従 っ て 、 保 護 す り ー ぶ １ ５ や 針 状 部 １ ４ ｂ
が バ ル ー ン ８ と 接 触 す る お そ れ が な く 、 バ ル ー ン ８ が 破 損 す る 等 と い っ た 不 都 合 を 生 じ る
こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 穿 刺 処 置 具 １ ４ は 、 体 腔 内 壁 に 刺 入 さ れ る 前 の 段 階 で は 、 観 察 部 ４ に よ る 監 視 下
で 操 作 さ れ る 。 そ し て 、 図 １ に 実 線 で 示 し た よ う に 、 穿 刺 処 置 具 １ ４ の 先 端 が 処 置 具 ガ イ
ド 部 材 ２ ０ の ガ イ ド 面 ２ ０ ａ 上 に 位 置 し て い る 間 は 保 護 ス リ ー ブ １ ５ 内 に 位 置 し て い る 。
そ し て 、 保 護 ス リ ー ブ １ ５ が 体 腔 内 の 穿 刺 す べ き 位 置 ま た は そ の 直 前 位 置 ま で 進 行 し た と
き に 、 同 図 に 仮 想 線 で 示 し た よ う に 、 保 護 ス リ ー ブ １ ５ の 先 端 か ら 穿 刺 処 置 具 １ ４ の 針 状
部 １ ４ ｂ が 導 出 さ れ る が 、 針 状 部 １ ４ ｂ が 体 腔 内 壁 に 刺 入 さ れ る と 、 直 ち に 超 音 波 ト ラ ン
ス デ ュ ー サ ２ の 視 野 に 捉 え る こ と が で き る 状 態 と な る 。 つ ま り 、 穿 刺 処 置 具 １ ４ の 先 端 部
分 が 観 察 部 ４ の 視 野 に も 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ の 視 野 に も 入 ら な い 、 所 謂 ブ ラ イ ン
ド 状 態 と な る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 の 使 用 後 に は 、 バ ル ー ン ８ が 取 り 外 さ れ 、 ま た そ の 使 用 開 始 前 に 新 た な バ
ル ー ン ８ が 装 着 さ れ る 。 こ の バ ル ー ン ８ の 取 り 外 し 及 び 装 着 時 に は 、 バ ル ー ン 止 着 溝 ７ を
覆 っ て い る 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ を 手 指 操 作 で 押 し 上 げ る よ う に 操 作 し 、 ば ね ２ ３ に 抗 し
て 回 動 軸 ２ ２ を 中 心 と し て 回 動 さ せ る 。 こ れ に よ っ て 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ は 先 端 硬 質
部 １ ｂ に お け る 収 容 部 ２ １ か ら 離 間 さ せ る 溝 開 放 位 置 と す る 。 そ の 結 果 、 バ ル ー ン ８ を 円
滑 に 着 脱 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ に 対 す る 操 作 力 を 解 除 す る こ
と に よ っ て 、 処 置 具 ガ イ ド 部 材 ２ ０ は ば ね ２ ３ の 作 用 に よ り バ ル ー ン 止 着 溝 ７ の 部 位 を 覆
い 、 ガ イ ド 面 ２ ０ ａ が 処 置 具 挿 通 路 １ １ の 延 長 線 位 置 と な っ た 処 置 具 ガ イ ド 位 置 に 復 帰 す
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 穿 刺 処 置 具 を 挿 通 さ せ な い 状 態 を 示 す 図 １ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 処 置 具 ガ イ ド 部 材 の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
１ 　 挿 入 部 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ａ 　 ア ン グ ル 部
１ ｂ 　 先 端 硬 質 部 　 　 　 　 　 ２ 　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
３ 　 照 明 部 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 観 察 部
７ 　 バ ル ー ン 止 着 溝 　 　 　 　 ８ 　 バ ル ー ン
１ ０ 　 処 置 具 導 出 口 　 　 　 　 １ １ 　 処 置 具 挿 通 路
１ ２ 　 連 結 パ イ プ 　 　 　 　 　 １ ３ 　 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ
１ ４ 　 穿 刺 処 置 具 　 　 　 　 　 １ ４ ａ 　 可 撓 性 チ ュ ー ブ
１ ４ ｂ 　 針 状 部 　 　 　 　 　 　 １ ５ 　 保 護 ス リ ー ブ
２ ０ 　 処 置 具 ガ イ ド 部 材 　 　 ２ ０ ａ 　 ガ イ ド 面
２ １ 　 収 容 部 　 　 　 　 　 　 　 ２ ２ 　 回 動 軸
２ ３ 　 ば ね
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：改善穿刺仪器的输送特性，从操作仪器插座引出。 
ŽSOLUTION：用于安装气球8的气球锁定槽7形成有一个位于刚性尖端
部分1b的超声波换能器2的设置位置后面的位置，一个操作仪器出口10在
其后面的位置打开，以及一个斜面安装有下车部分3的部分5和观察部分
4。操作仪器出口10的出口部分安装有操作仪器引导构件，该操作仪器引
导构件具有引导面20a，该引导面20a引导穿刺器械14在穿过球囊锁定槽
7的斜向前方向上引出，在存储部分21中，操作仪器引导构件20的远端具
有不足以通过超声换能器2到达扫描区域W的内部的长度，并且远端围绕
旋转轴22旋转地支撑到刚性末端部分1b以便旋转地在相对于存储部分21
接近/分离的方向上移位
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